
2022 年 11 月 18 日 13：30～15：00 

2022 度第 1 回介護医療連携推進会議議事録 

参加者：草津・庚午南地区社協 増村様、訪問看護草津かもめ 村上様、井口台介護ステ

ーション 矢野様、地域の方 10 名 

1. はじめに 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、訪問介護・訪問看護が 24 時間連絡体制で在宅

生活を支えるサービスです。重度者を始めとした要介護高齢者や医療ニーズが高い高齢者

に対して在宅生活を 24 時間支えています。くさつ 24 は今年で 5 年目になりました。草津

診療所の隣の建物に事務所があります。 

2. 利用状況（2022/3～2022/10） 

 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 計 平均介護度 

3 月 3 名 4 名 3 名 4 名 4 名 18 名 3.11 

4 月 3 名 4 名 3 名 5 名 5 名 20 名 3.25 

5 月 3 名 4 名 3 名 5 名 6 名 21 名 3.33 

6 月 2 名 4 名 4 名 5 名 4 名 19 名 3.26 

7 月 2 名 3 名 5 名 5 名 3 名 18 名 3.22 

8 月 2 名 3 名 5 名 5 名 3 名 18 名 3.22 

9 月 2 名 4 名 5 名 6 名 3 名 20 名 3.20 

10 月 1 名 4 名 5 名 5 名 3 名 18 名 3.27 

訪問回数・時間 

（回・分/1 日） 
2・10 2.5・70 3.5・50 3.4・70 4・110 

 

要介護度 3 以上から身体的な介助が必要な方が増えており、滞在時間も長くなっている。 

・同居家族あり 13 名、独居 5 名（介 2・2 名、介 3、介 4） 

・サービス内容：起床・就寝介助 7 件、生活援助 9 件、排泄介助 9 件、服薬確認 11 件、 

安否確認 2 件、食事介助 2 件、保清（清拭・シャワー浴）5 件 

シャワー浴やデイの送り出し迎え入れも対応している。 

・1 日の訪問回数：57 回（8：30～18：00/ 27 回、18：00～翌 8：30/ 20 回） 

・職員数：常勤（夜勤あり）5 名、嘱託 1 名、パート 7 名、夜勤パート 1 名 

需要が多い時間帯（起床 7：30～8：30、就寝 19：30～20：30）は、時差出勤やパートヘル

パーで人手を厚くして対応している。 

・訪問地域：事務所から 30 分で訪問できる範囲 

西区 14 名（草津 2、鈴が峰 3、庚午 6、井口 2、山田 1） 

佐伯区 4 名（五日市 1、屋代 2、八幡 1） 

 

・訪問看護：自法人 12 件、他法人 6 件（連携事業所 17 か所） 



定期訪問看護あり 9 件、アセスメントのみ 2 件、医療保険 2 件 

・居宅介護支援事業所：自法人 6 件、他法人 12 件 

（2022/10/31 現在） 

3. 緊急通報 

 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

転倒・転落 0 回 1 回 1 回 1 回 3 回 3 回 17 回 25 回 

排泄 14 回 25 回 30 回 26 回 29 回 15 回 9 回 16 回 

体調不調 1 回 2 回 2 回 2 回 2 回 5 回 7 回 0 回 

不安（寂しい） 12 回 7 回 11 回 22 回 21 回 28 回 23 回 11 回 

計 27 回 35 回 44 回 51 回 55 回 51 回 56 回 52 回 

随時訪問回数 17 回 28 回 37 回 28 回 22 回 9 回 54 回 22 回 

・転倒・転落について、パーキンソン病のため転倒リスクがある利用者の対応。 

要介護度 2～4 で独居で車イス移乗や起居動作ができる方からの通報が多い。9 月からパ

ーキンソン病の方の新規があり随時対応が増えた。 

・排泄について、訪問看護と相談し排便コントロールを続けています。 

排便時ベッド上で過ごされている方から本人や家族から通報がある。室内歩行が困難な

時がある利用者からトイレに行きたいと通報がある。 

・体調不良や不安について、認知症など不安感が強い性格の利用者から体調不良やちょっと

した確認など通報がありました。訪問しなくても電話対応で落ち着いてもらえるような

声掛けに努めています。 

 

4. まとめ 

4 月から時差出勤を 15 パターンに増設し、日々変化する利用の状況や件数の増減など、

少ない人数でも柔軟で効率的に対応できる勤務が可能となりました。そのため、新規依頼が

受けやすくなり利用件数も初めて 20 件を超えました。この間 7 件終了があり、死亡 3 件、

自立 4 件でした。死亡 3 件について、2 件は在宅看取り、1 件は入院から 1 週間後に亡くな

られました。今後も在宅看取りや終末期でも自宅で療養される方が増えると考えられてい

ます。しっかり対応できるように職員のレベルアップに努めていきます。 

 

始めて地域住民の方に参加してもらいました。要介護の高齢者が独居で生活できるのか

と質問があり、独居の方の事例を交えて説明しました。利用料、訪問回数の上限、滞在時間

について質問があり説明しました。 

併せて介護技術の学習会を行いました。参加者からはちょっとしたコツで楽にできるこ

とが分かったなど好評でした。実技体験を全員に体験してもらえなかったのが残念でした。 


